
2007年度 社団法人 天草本渡青年会議所
委員会年間事業計画書（案）

財政開発委員会
担当副理事長 松下克己
委員長 山下通輝
副委員長 山本 博

１．活動方針
2008年度中に施行が予定されている公益法人制度改革に向けての準備や、LOMの運営経費等を再度検討

、 （ ） 。 、 、し 今後の 社 天草本渡青年会議所のあり方を共に考え発信できる人材を育成する また 日本JC
地区・ブロック協議会からの情報やノウハウを習得しメンバーの意識の向上を図ると同時に、一青年
経済人として学び得たことを自分の職場、家庭にフィードバック出来るような活動を行う。

２．委員会運営

①開催日時 毎月20日 その他必要に応じ随時 20:30～21:30

②開催場所 JC会館

③運営方法
① 議長を毎回指名する理事会の手法を活用しメンバーの研修の場とする。

委員会幹事 石津美智子
会 計 幹 事 森田 智博
選 考 委 員 大塚 貴洋

３．事業計画
事業名 目的・背景 方法・手段 予算(案) 上程ｽｹｼﾞｭｰﾙ 備 考

法人制度改革に向け 本年行われる各委員会 事業計画協議
法人会計の検討 一般社団法人と公益 の事業予算書、決算書 06' 11月
と確立 社団法人の比較検討 を当委員会にて分析し 110,000 事業計画審議

【通年】 と情報収集をする。 公益性に沿って検討し 06' 12月
方向付ける。 事業報告審議

07' 12月

予算面に対しLOMの現 例会時にLOMの予算の 事業計画協議
委員会会計 状を認識し、今後の 立て方や仕分けや、自 06' 11月
アワーの実施 方向性を意思統一す 分の職場に役立つ会計 15,000 事業計画審議

【通年】 る。 法などを２つの方向か 06' 12月
ら委員会が学び発信を 事業報告審議
する。 07' 12月

JCマンとして、又一 例会企画の中で講師を 事業計画協議
会計アワー 経済人としてのスキ 招き、身近な事例や対 07'3月
の実施 ルアップを図る。 処法などをより専門的 事業計画審議

【例会企画】 知識をに身につけ自分 20,000 07'4月
５月・10月予定 自身の知識向上を図り

職場、家庭に役立てて 事業報告審議
もらう。 07'11月

法人制度改革に向け セミナー形式でこれま 事業計画協議
会計セミナーの て検討してきた事の で委員会で検討した事 07' 8月
実施 発信を行う。 をメンバーに発信、意 30,000 事業計画審議

10月予定 識付け。 07' 9月
事業報告審議

07' 12月
組織の維持、成長の 各委員会と連携し情報

会員拡大の推進 ため、同じ志を持つ を共有化し拡大に努め 0
仲間を増やし、LOMの る。
活性化を図る。
創立５０周年時に会

。員１００名を目指す
正確な資料として記 議事録を作成し、翌例

例会議事録 録を残す。後で見る 会時に提出。 2,000
（年２回） 時に、発信者の意図

が正確に伝わるよう
。な議事録を作成する

合 計 177,000


